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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和３年５月から令和３年７月までに開催された定例会（第２回）・臨時会（第４回）で審議
された内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

　第２回 定例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６月７日から６月２３日）

 一般会計補正予算（第３号）を可決

　主な事業については、国からの新型コロナウイルスワクチン接種対策に伴
う補助金、子育て世帯生活支援特別給付金等の補正（補正予算全体で7,877
万円）を可決しました。

（歳　入）
・新型コロナウイルス感染症セーフティーネット強化交付金（１，２３７万円）

・新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金（１，０９２万円）

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　（４７９万円）

（歳　出）
・子育て世帯生活支援特別給付金　　　　　　　（１，１９５万円）

・新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料　（１，０９２万円）

・南６条団地屋根軒天修繕工事　　　　　　　　　　　　　　　（６１３万円）

陳情第８号

「倶知安町に放射性物質
等をもちこませない条例」
の制定を求める陳情

厚生文教常任委員会へ付
託となり閉会中の継続審
査となりました。

９件の意見書を可決

林業・木材産業の成長産業化
に向けた施策の充実・強化を
求める意見書

新型コロナ禍による米危機の
改善を求める意見書

国民健康保険の子どもに係る
均等割保険料（税）軽減措置
の対象範囲拡大の検討を求め
る意見書

悪質商法による消費者被害を
なくすための預託法の改正並
びに特定商取引法及び同法指
針の改正等を求める意見書

地方財政の充実・強化に関す
る意見書

2021年度北海道最低賃金改正
等に関する意見書

保健師等の大幅増員・保健所
機能の抜本的強化を求める意
見書

国民健康保険料(税)のさらな
る負担軽減を求める意見書

学校教育におけるデジタルト
ランスフォーメーションを適
切に進めるための意見書

 人権擁護委員の推薦

　本定例会にて町長より人権擁護委員
として推薦したい旨の提案説明を受け、
可決しました。

人権擁護委員   きくち　  いさむ

菊地　勇 さん

議案第８号
　北7条通街路事業道路改良工事請負契約の締結について

議案第9号
　公共下水道北7条街路工事に伴う雨水管渠新設工事請負
　契約の締結について

　定例会第3日目（6月17日）には北7条通街路事業に伴う2件の請負契約
について可決しました。
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種別   A地区
都市計画区域
用途地域外
(B地区以外)

種別   B地区
都市計画区域
用途地域

 （新　設）
種別   C地区
山田地区
(旧簡易水道
 給水区域)

　第４回 臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５月１４日）

　本臨時会では、北海道新幹線倶知安延伸工事に伴い、２件の契約締結が可決され
ました。
　また、町営住宅ノースパークタウン夏棟において長寿命化を目的とした改善工事
１件の契約締結が可決されました。

議案第１号　西３丁目南通・第１倶登山橋上部工事請負契約の締結
　　　　　　について

議案第２号　西３丁目南通道路新設工事請負契約の締結について

議案第３号　ノースパークタウン夏棟長寿命化等改善工事請負契約
　　　　　　の締結について

議案第６号　倶知安町水道事業給水条例の一部改正について

　定例会最終日（6月23日）には、特に山田地区に多額の設備投資が必要になることを踏まえ、
新たに山田地区（旧簡易水道給水区域）「別表第5」を追加し、加入金全体を新たに見直す案
が提示され、賛成多数で可決されました。※下表は定例会にて示された新旧対象表
　なお、詳細については5ページの特集をご覧ください。

 新たな給水区域を追加し、加入金の見直し案が提示

適用は令和3年10月1日から
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町内プール・水道事情・新型コロナ対策について 
本特集では、町内２か所のプールの現状と今後、本町を取り巻く水道事情および本町議会での新型コロナ
ウイルスの感染予防について掲載しております。

特集

　本定例議会では、田中
義人議員が「町営プール
再整備を公共施設複合化
の一歩に」、笠原啓仁議
員が「町営プール建て替
えまでの工程はどうなり
ますか」、原田芳男議員
が「町営プールの見通し
と、基本方針について」
の一般質問を教育長に対
して行いました。

倶知安小学校屋外プールについて

　この冬の豪雪と極端な寒気の影響により、プー
ル上部の鉄骨部分が曲がっていることが確認され
た。
　プールの開設には上屋シート張りが必須であ
り、鉄骨の修繕または取り換えにはかなりの経費
や時間が必要となるため、今年度の屋外プールの
開設を見送ることとした。
　現在、当プールの修繕経費の見積もりを依頼し
ているところであるが、今後は関連性の高い町営
プールの改修・改築の方向性と併せて、修繕等の
あり方について検討していく。
　また、倶知安小学校の水泳授業は他の小学校と
同じく、アルペンホテルのプールを使って実施す
ることとし、予定していた学校夏季休業中のプー
ル開放は中止の予定。ご不便をお詫びする。

町内２か所のプールの現状と今後は
教育行政報告（第２回定例議会）より

町営プールについて

　プールの建築物診断調査の結果から、町営プ
ールのかなり深刻な劣化の状態が明らかになっ
た。同規模での建て替えには最低でも６億5,000
万円、また大規模改修でも約４億円の整備費用
が必要となる。
　また、建替えた場合は約45年間の継続使用が
期待できるのに対して、大規模では15年間と試
算されている。
　町営プール、あるいは民間と連携したプール
への建て替えを目指したい。
　ただ、倶知安小学校の屋外プールも改修が求
められ、新たなプールには２つのプールの役割
を併せ持つ新たな機能も考慮が必要となる。
　教育委員会では建て替えの実現に向け、財政
面に加えてこうした新たな機能も含めて検討す
るために、基本構想の構築に向け町長部局と細
かな協議に入る。
　本年度は代替え施設として、6月1日から9月
30日までアルペンホテルのプールを利用させて
いただく。
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新型コロナウイルスの感染予防に向けて

倶知安町の水道事情
　倶知安町の水道水は、市街地へは高砂水源から、
リゾートエリアと呼ばれる山田・樺山地区は羊蹄
登山口付近の取水井戸からそれぞれ供給しています。
　花園エリアは開発事業者が自ら水道事業者とな
っており、町から水の供給は行っておりません。
　しかし、将来的に花園エリアの水源だけで賄う
ことが出来なくなった場合は、町から水の供給を
行う覚書が交わされています。
　近年リゾートエリアの開発、市街地のアパート
建設などに伴い、水道の供給量（給水量）が増え
続けており、特にリゾートエリアへの給水は令和
12年までに現在の3,880㎥/日から6,310㎥/日ま
で増える計画で、これに対応するために以下の水
道施設の更新が必要となりました。

管路整備：配水管の更新工事、送配水管の施設工事など
水源開発：取水井戸の新設
配水池容量の増量：新比羅夫浄水場の新設、
　　　　　　　　　新中区配水池の新設など

　令和3年度から9年度にかけて、これら水道施設
に72.2億円の投資を行う予定です。

② 議場のアクリル板の追加設置
　傍聴者の皆様への感染予防として、傍聴席と議
員席及び理事者席との間にアクリル板の追加設置
を行います。

③ 研修会の開催
　コロナ禍での様々な問題やパワーハラスメント
など、弁護士を講師とした人権に関する研修会を
開催します。

④ 会議規則などの見直し
　議員としての政治倫理・行動規範など議員の資
質向上を促すために、議会に関する規則・規定・
申し合わせ事項を見直します。

⑤ オンライン会議の実施
　試行的に行われているオンライン委員会の本格
実施と、オンライン本会議を可能とするために、
地方自治法など関係法令の改正を国に求めます。

どうなるの？倶知安の水道水

　第2回定例会初日の6月7日に議員1人の感染が
判明し、濃厚接触者が11人（議員5人、職員6人）、
それに伴い6日間の会期延長となりました。
　その結果、町議会以外の様々な会議の日程変更
など、町民の皆様、町長及び町職員の皆様に大変
なご迷惑をお掛けすることとなりました。改めま
して、心よりお詫び申し上げます。
　今後は、再び同様の事態を繰り返さぬよう注意
を払うとともに、議員全員で力を合わせ感染予防
対策に取り組んで参ります。　

① 2週間おきにPCR検査の実施
　議員16人、議会事務局職員4人を対象に、7月
中旬から9月定例会閉会まで、2週間に一度簡易検
査を行います。

水道利用加入金の見直し
　水道利用加入金は、整備費用を水道料金だけで
賄うと高額化を招くことに繋がるために徴収して
いるものです。
　これまで都市計画区域、都市計画区域外から徴
収を行ってきましたが、前述した拡張事業の財源
確保の観点や新旧需給の負担の公平性から見直し
が必要になりました。
　特に山田地区に多額の設備投資が必要となるこ
とから、新たに山田地区（旧簡易水道給水区域）
を追加し、加入金全体を新たに見直す案が提示さ
れました。
　倶知安町水道事業審議委員会による審議、議会
による審議を経て、3ページの表の通りと決定さ
れ条例改正されました。

※加入金は令和3年10月1日から適用となります。
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夜間の安全確保について、町としての対策も必要と考える
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町長
より丁寧で適切な情報発信が必要だ

いつ、誰に、何を、どの様に、発信能力を強化する
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増
加
し
た
道
内
の
市
町

村
は
12
市
町
村
。
こ
れ
ま
で
の
人
口
減
少
対
策
が一

定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

日
本
人
住
民
の
減
少
が
続
き
、
加
え
て
外
国
籍

住
民
数
も
通
年
で
定
住
す
る
方
が
増
え
な
か
っ
た

こ
と
が
要
因
。

作井　繁樹　議員

町
長

問

町
長

町
長

答答

答 問
　
　
　

５
年
未
満
が
約
３
分
の
１
、
15
年
以
上
が

　
　
　

半
数
、
30
年
以
上
は
３
分
の
１
し
か
い
な

い
。
加
え
て
外
国
籍
住
民
の
増
加
、
一
人
世
帯

の
増
加
、
本
町
か
ら
他
の
市
町
村
に
昼
間
働
き

に
行
く
人
や
そ
の
逆
も
あ
る
。

　

人
口
動
態
、
人
口
構
造
、
多
様
性
を
よ
り
意
識

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
は
、
よ
り
丁
寧
で
適
切
な
情
報
発
信
が
必
要
だ
。

　
　
　

社
会
動
態
、
平
成
以
降
は
年
間
１
０
０
０

　
　
　

人
台
の
前
半
で
安
定
し
て
い
た
が
、
５
年

程
前
か
ら
２
０
０
０
人
台
、
一
昨
年
に
は
３
０
０
０

人
台
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
分
析
・
評
価
す
べ

き
か
。

問
　

冬
期
間
に
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
な
ど
を
中
心
に
働
く
外

国
籍
住
民
の
増
加
に
よ
る
も
の
。

町
長

答

　

令
和
３
年
５
月
31
日
現
在
の
人
口
１
万
４
８
９
６

人
う
ち
、
居
住
年
数
１
年
未
満
１
２
３
４
人
、
全

体
の
８・３
％
。
５
年
未
満
４
２
２
４
人
、
全
体
の

28
・
３
％
。
一
方
、
15
年
以
上
７
４
３
１
人
、
全
体

の
49
・
９
％
。
30
年
以
上
４
７
３
３
人
、
全
体
の

31
・
８
％
。 町

長

答

例えば“SNS”、ターゲット層に合わせた使い分け（2021年8月時点）

　
　
　

住
民
基
本
台
帳
、
本
年
３
月
末
に
１
万

　
　
　

４
８
２
６
人
と
初
め
て
１
万
５
０
０
０
人

を
割
り
込
ん
だ
。
ど
の
よ
う
に
分
析
・
評
価
す
べ

き
か
。

問

　
　
　

本
町
で
の
居
住
年
数
が
１
年
未
満
、
５
年

　
　
　

未
満
の
人
数
。
逆
に
居
住
年
数
が
15
年

以
上
、
30
年
以
上
の
人
数
を
。

問

7



町長
後の経済支援も切れ目なくしっかりと対応して欲しい

これまでの取り組みについての検証を重ね、準備していく

門田　淳　議員

　
　
　

①
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
向
け

　
　
　
　

た
対
策
は
。

②
今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
支
援
を
ど
の

　

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
９
月
ま
で
に
ど
こ
ま
で
取
り

　

進
む
の
か
。

④
一
日
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
具
体
策
は
。

⑤
職
場
接
種
に
つ
い
て
。

問

町
長

答
①
こ
れ
ま
で
行
って
き
た
感
染
防
止
の
基
本
行
動
に

　

加
え
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に
よ
る
感
染
防

　

止
、
こ
の
二
本
立
て
で
対
策
を
し
て
い
く
。

②
商
工
会
議
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
、
連

　

携
を
強
め
、
求
め
ら
れ
る
有
効
な
支
援
策
を
多

　

様
な
視
点
か
ら
整
理
・
検
証
・
検
討
し
、
切
れ
目

　

な
く
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
し
て
い
く
。

③
町
民
全
体
の
接
種
に
お
け
る
お
よ
そ
の
進
捗
率
で

　

54
％
程
度
に
な
る
だ
ろ
う
と
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、

　

職
域
接
種
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を

　

入
れ
る
と
９
月
末
に
大
体
64
％
、
65
％
ぐ
ら
い
に

　

な
る
。

④
就
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
に
あ
る
年
代
に
対

　

応
で
き
る
よ
う
、
平
日
の
み
で
は
な
く
土
曜
日
、

　

日
曜
日
の
実
施
に
つい
て
、
町
内
医
療
機
関
と
協

　

議
を
進
め
て
い
る
。

⑤
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つい
て
情
報

　

提
供
を
行
い
、
町
全
体
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

　

円
滑
に
推
進
す
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
協
力
を

　

し
て
い
く
。

く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
の

　
　
　
　
　
方
向
性
に
つ
い
て

町
長

答
①
②
条
例
制
定
ま
で
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
つい

　

て
お
示
し
で
き
な
い
が
、
方
針
案
の
検
討
と
併
せ

　

て
各
関
係
部
局
で
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
の

　
ロ
ー
ド
マッ
プ
の
策
定
に
関
し
て
も
取
り
進
め
て
い

　

く
。

③
子
育
ち
・
子
育
て
を
下
支
え
し
て
い
る
子
育
て
団

　

体
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
る
と

　

と
も
に
、
町
か
ら
団
体
な
ど
への
必
要
な
支
援
に
つ

　
い
て
も
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

④
総
合
政
策
課
が
調
整
役
と
な
り
、
各
関
係
部
局
と

　

調
整
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

①
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
の
方
向
性
や
制
定

　
　
　
　

ま
で
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
条
例
に
向
け
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
方
針
の
進
捗

　

は
。

③
子
育
て
団
体
な
ど
へ
の
支
援
に
繋
が
る
の
か
。

④
新
設
し
た
「
こ
ど
も
未
来
課
」
で
進
め
て
い
く

　

の
か
。

問

町
長

答
　

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
検
証
を
重
ね
な

が
ら
準
備
を
し
て
い
く
。

　
　
　

今
後
の
経
済
支
援
も
切
れ
目
な
く
し
っ
か

　
　
　

り
と
対
応
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

問

町から子育て団体への支援についても検討すべき

町
長

答
　

子
ど
も
の
貧
困
な
ど
も
含
め
た
中
で
の
範
囲
を

捉
え
た
中
で
条
例
を
制
定
し
て
い
く
。

　
　
　

特
別
支
援
等
や
不
登
校
な
ど
の
課
題
も
含

　
　
　

め
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
。

問

8



上水の給水量に合わせた下水道関連設備能力は
田中　義人　議員

　
　
　

こ
れ
ま
で
、
上
水
の
整
備
費
用
で
72
億
円

　
　
　

が
か
か
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
山
田

地
区
に
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
マ
カ
オ
の
カ

ジ
ノ
事
業
者
が
購
入
、
一
棟
建
て
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
70
棟
、
65
室
の
ホ
テ
ル
を
４
０
０
億
円
掛

け
て
開
発
す
る
計
画
が
先
般
報
道
さ
れ
た
。
上

水
道
整
備
計
画
に
影
響
は
あ
る
か
。

　

併
せ
て
下
水
道
の
処
理
場
、
下
水
管
の
整
備
費

用
は
。

問

町
長

答
　

直
近
で
マ
カ
オ
等
の
外
資
に
よ
る
開
発
計
画
が

発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
給
水
区
域
外
と
な
り
計
上

し
て
い
な
い
。
上
水
供
給
を
令
和
12
年
度
ま
で
に

３
８
８
０
㎥
か
ら
６
３
１
０
㎥
ま
で
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
下
水
道
流
入
は
上
水
最
大
水
量

に
対
し
て
75
％
程
度
。
現
在
、
最
大
７
８
０
０
㎥

の
送
水
が
可
能
な
の
で
、
管
渠
能
力
に
つ
い
て
は
問

題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
、
山
田
第
１
中
継
ポ
ン
プ
場
の
圧
送
管
の
口

径
は
１
０
０
ミ
リ
と
な
って
い
る
た
め
、マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
場
の
増
設
、
ま
た
は
管
増
設
を
想
定
し
、
来

年
度
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
。

　

終
末
処
理
場
に
つい
て
は
、
現
在
４
系
列
中
３
系

列
ま
で
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
を
４
系
列
に
増
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
費
用
に
３
億
円
掛
か

る
が
、
こ
れ
に
よ
り
１
日
最
大
８
８
０
０
㎥
の
処
理

が
可
能
に
な
る
。

町
長

答
　

下
水
道
事
業
が
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
た
際
、

（
原
則
令
和
６
年
度
ま
で
に
す
る
よ
う
総
務
省
か

ら
通
知
）
独
立
採
算
制
と
な
る
た
め
、
使
用
料
及

び
分
担
金
に
つ
い
て
現
行
料
金
で
賄
え
る
か
検
証
す

る
。
国
庫
補
助
金
は
現
行
で
２
分
の
１
だ
が
、
今

後
に
つい
て
は
注
視
し
て
い
く
。

上
下
水
道
の
整
備
費
用
に
つ
い
て

問町
営
プ
ー
ル
再
整
備
を
公
共
施
設

複
合
化
の
一
歩
に

　
　
　

町
営
プ
ー
ル
再
整
備
は
町
営
温
泉
な
ど
と
の

　
　
　

複
合
施
設
化
が
望
ま
し
い
。
今
後
の
方
向

性
は
基
本
構
想
策
定
を
進
め
て
い
く
の
か
。

か
ん
で
も
欲
し
い
も
の
を
寄
せ
集
め
る
の
で
は
な
く
、
い

か
に
機
能
的
で
輝
い
て
、
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
出
来
る
か
、
と
い
う
視
点
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

　

町
営
プ
ー
ル
と
学
校
プ
ー
ル
の
機
能
を
集
約
（
補

助
金
や
交
付
税
措
置
を
受
け
る
た
め
）
す
る
場
合
、

述
べ
床
面
積
の
減
少
を
伴
う
集
約
化
・
複
合
化
が

対
象
。

下水の管渠能力は問題ない。

教
育
長

答
　

プ
ー
ル
の
機
能
を
集
約
し
た
施
設
を
考
え
て
い
る

が
、
求
め
ら
れ
る
機
能
や
規
模
等
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
設
民
営
な
ど

の
形
も
検
討
し
て
い
る
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
施
設
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
補
助
金
も
得
ら
れ
な
い
状
況

に
も
。

　

必
要
最
低
限
の
公
共
施
設
で
あ
る
と
の
教
育
委

員
会
の
意
向
の
も
と
、
立
て
直
し
に
向
け
基
本
構

想
を
進
め
て
い
く
。
複
合
化
は
賛
成
だ
が
、
何
で
も

町
長

答

終末処理場、山田第１中継ポンプ場は要改修
町長

問
　
　
　

下
水
道
の
公
営
企
業
化
に
よ
る
使
用
料
・

　
　
　

受
益
者
負
担
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

町営プール再整備は複合施設化が望ましいが、今後の方向性は
9



　

私
と
し
て
は
、
ほ
か
の
選
考
方
法
の
提
案
も
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
慣
例
ど
お
り
と
い
う
こ

と
で
挙
手
を
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
後
志
の
発
展
を
見
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
処
し
て
い
く
に
は
豊
富
な
経
験
と
知
識
が
重

要
と
な
って
く
る
。

　

後
志
町
村
会
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
、
ほ

ぼ
こ
の
様
に
慣
例
に
よ
り
選
考
さ
れ
て
き
た
と
の
説

明
を
受
け
、
こ
れ
に
対
し
て
は
特
に
異
論
が
な
い

と
思
い
、
こ
の
様
な
判
断
に
至
っ
た
。
決
し
て
前
例

主
義
で
単
純
に
判
断
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
誤
解
の
な
い
様
に
お
願
い
し
た
い
。

後志町村会の会長選任、町長はいずれの選任手段に挙手したか
豊富な経験と知恵が重要と考え、「慣例による」

　
　
　

町
村
会
会
長
は
、
後
志
19
町
村
で
構
成
す

　
　
　

る
町
村
長
の
中
で
も
最
も
任
期
が
長
い

町
村
長
が
慣
例
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
た
が
、

臨
時
総
会
に
お
い
て
異
論
が
あ
り
、「
選
挙
に
よ
る
」

「
選
考
委
員
会
に
て
選
任
に
よ
る
」「
慣
例
に
よ
る
」

の
三
つ
の
方
式
が
提
案
さ
れ
た
。

　

今
般
の
後
志
町
村
会
会
長
選
任
に
お
い
て
、

文
字
町
長
は
い
ず
れ
の
選
任
手
段
に
挙
手
を
し

た
の
か
。
併
せ
て
そ
の
手
段
と
し
た
理
由
を
伺
う
。

町長

町
長

佐藤　英俊　議員

問答 後
志
町
村
会
会
長
選
挙
に
お
け
る

文
字
町
長
の
判
断
は

　
　
　

道
道
３
４
３
山
田
交
差
点
か
ら
サ
ン
・
ス

　
　
　

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
、
ひ
ら
ふ
坂
、
市
街
地

５
号
線
の
一
部
が
無
電
柱
化
さ
れ
、
気
中
多
回

路
開
閉
器
な
る
変
圧
器
が
歩
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
道
道
３
４
３
、
開
閉
器
両
側
に
は
冬
季
の

除
雪
の
目
印
と
思
わ
れ
る
赤
白
の
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
が

立
て
ら
れ
て
い
る
状
況
。

　

開
閉
器
は
、
場
所
の
移
動
も
不
可
能
な
こ
と
か
ら
、

せ
め
て
開
閉
器
の
周
囲
を
化
粧
囲
い
を
し
て
は
と

考
え
る
。
通
年
を
通
し
国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て

整
備
が
進
む
中
、
公
共
の
施
設
、
設
備
の
周
辺

景
観
と
の
調
和
も
極
め
て
大
切
な
こ
と
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

問
　

た
だ
今
ご
質
問
に
あ
っ
た
紅
白
の
サ
イ
ン
ポ
ー
ル

に
つ
い
て
、
ま
さ
に
冬
の
た
め
に
立
て
て
い
る
も
の

で
着
脱
可
能
と
な
る
。
こ
の
辺
は
北
海
道
と
し
っ

か
り
相
談
し
て
、
勝
手
に
抜
か
な
い
よ
う
に
迅
速

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

羊
蹄
山
を
常
に
望
む
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、

地
上
機
器
も
景
観
づ
く
り
の
要
素
と
捉
え
、
特
に

冬
場
や
夜
間
の
安
全
性
を
第
一に
、
さ
ら
に
は
周
辺

景
観
と
の
調
和
を
図
る
方
策
に
つ
い
て
、
今
後
も
調

査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

答 無
電
柱
化
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

開
閉
器
化
粧
囲
い
に
つ
い
て

伊達市の開閉器化粧囲い（左）と本町の道道３４３の開閉器（右）
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新幹線倶知安駅開業に向けた工事の進捗状況は
在来線の新設ホーム・線路は１０月末の供用開始

小川　不朽　議員

町長

　

現
在
、
在
来
線
の
移
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

移
設
さ
れ
る
と
駅
構
内
の
跨
線
橋
が
不
要
と
な
り
、

倶
知
安
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
利
便
性
は

向
上
す
る
も
の
と
考
え
る
。
一
方
で
、
便
数
削

減
な
ど
の
ダ
イ
ヤ
改
正
も
危
惧
さ
れ
る
が
。

問

町
長

答
　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
在
来
線
の
移
設
工
事
は

計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
お
り
、
新
設
ホ
ー
ム
及
び

新
設
路
線
の
供
用
開
始
は
、
今
年
の
10
月
末
を
予

定
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
駅
舎
か
ら
新
設
ホ
ー

ム
ま
で
、
平
面
で
の
移
動
が
可
能
と
な
る
。

　

ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
、
供
用
開
始
後
も
列
車

本
数
や
時
刻
及
び
車
両
数
に
変
更
は
な
く
、
倶
知

安
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
り
利
便
性
は
向
上
す

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
、
長
万
部
方
面
へ
直
通
運
転
し
て

い
る
列
車
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
倶
知
安
駅
で
乗
り

換
え
に
変
更
と
伺
って
い
る
。

８
年
度
に
道
路
工
事
や
仮
踏
切
の
工
事
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
北
海
道
に
道
路
交
通
機
能
の
早
期
回

復
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　

誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る
迂
回
路

の
確
保
を
北
海
道
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
る
。町

長

答

　

搬
入
後
は
、
搬
入
さ
れ
た
土
を
そ
の
ま
ま
牧
場

の
表
土
と
し
て
活
用
せ
ず
、
牧
草
の
品
質
確
保
の

た
め
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ
り
新
た
な
土
を
運

び
入
れ
覆
土
し
、
表
土
層
50
セ
ン
チ
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
取
り
進
め
て
い
る
。

　
　
　

大
和
地
区
町
有
地
へ
の
発
生
土
受
け
入
れ

　
　
　

の
計
画
に
つ
い
て
。

問
　

受
け
入
れ
完
了
後
に
つ
い
て
は
、
利
活
用
の
難
し

い
形
状
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
で
は
、
水
質
が
環
境
基
準
値

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
一
定
期
間
、
２
年
以
上
確

認
出
来
る
ま
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

　

完
了
後
も
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、

本
町
及
び
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
周
辺
環
境

へ
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
責
任
を
持
っ
て
適
切
に

対
処
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

移設される在来線のホーム・線路

　

南
３
条
通
の
こ
の
跨
線
橋
は
、
新
幹
線
の
高
架

橋
に
伴
い
、
解
体
撤
去
を
予
定
し
て
い
る
。

　

仮
踏
切
や
迂
回
路
の
確
保
を
は
じ
め
、
町
民

の
み
な
ら
ず
小
中
高
校
の
通
学
路
で
も
あ
り
、

万
全
な
交
通
安
全
対
策
な
ど
も
不
可
欠
と
な
る
が
。

問

町
長

答
　

令
和
６
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て
撤
去
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
跨
線
橋
の
撤
去
後
は
、
令
和

　
　
　

花
園
牧
場
へ
の
無
対
策
土
受
け
入
れ
の
計
画

　
　
　

に
つ
い
て
。

問

町
長

答
　

現
在
、
花
園
牧
場
に
搬
入
さ
れ
た
無
対
策
土
で

は
約
68
万
立
米
で
あ
り
、
今
後
搬
入
す
る
計
画
土

量
は
約
36
万
立
米
。

　
　
　

倶
知
安
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
。

　
　
　

南
１
線
跨
線
橋
の
解
体
に
つ
い
て
。

　

町
は
「
埋
め
立
て
に
よ
る
牧
場
の
拡
大
」
を
兼

ね
て
受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
。

　

最
終
処
分
場
と
し
て
い
る
こ
の
町
有
地
は
、

以
後
、
土
地
の
利
活
用
は
可
能
か
。
恒
久
的
な
維

持
管
理
を
必
要
と
し
て
い
る
か
。
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今
年
４
月
か
ら
町
立
保
育
所
「
ぬ
く
ぬ
く
」

　
　
　

で
暫
定
措
置
と
し
て
の
「
土
曜
保
育
」

が
始
ま
っ
た
。
保
護
者
か
ら
は
土
曜
保
育
の
実

施
を
喜
ぶ
一
方
で
改
善
を
求
め
る
声
も
出
さ
れ

て
い
る
。
以
下
①
か
ら
④
は
私
に
寄
せ
ら
れ
た
保

護
者
か
ら
の
「
土
曜
保
育
」
を
巡
る
意
見
・
要
望

だ
。
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
意

見
・
要
望
に
町
長
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

①
「
ぬ
く
ぬ
く
」
に
通
う
子
ど
も
と
別
々
に
保
育

　

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
育
所
の
子
ど
も
達

　

と
の
集
団
保
育
に
し
て
欲
し
い
。

②
毎
回
提
出
す
る
書
類
に
つ
い
て
、
勤
務
先
な
ど
は

　

毎
回
利
用
す
る
の
だ
か
ら
保
育
所
の
様
に
児
童

　

票
を
保
管
し
、
記
入
の
手
間
を
省
い
て
欲
し
い
。

③
給
食
と
お
や
つ
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
は
無
理
で
も

　

提
供
し
て
欲
し
い
。

④
土
曜
保
育
の
利
用
停
止
制
限
に
つ
い
て
、
仕
事

　

の
都
合
で
い
つ
土
曜
日
が
勤
務
に
な
る
か
分
か

　

ら
な
い
の
で
、
停
止
制
限
は
や
め
て
欲
し
い
。

「本町と核のごみ」環境基本条例を踏まえた見解は
「持ち込み」も「受け入れ」もあり得ない

笠原　啓仁　議員

町長

　
　
　

前
回
の
３
月
定
例
議
会
で
町
長
は
、
「
核
の

　
　
　

ご
み
」
に
関
し
「
道
条
例
を
遵
守
す
る
」

「
本
町
に
受
け
入
れ
を
検
討
す
る
余
地
は
な
い
」

と
答
弁
し
た
。
こ
の
答
弁
を
含
め
、
こ
れ
ま
で

の
町
長
の
言
動
か
ら
し
て
、
本
町
へ
の
「
核
の

ご
み
」
の
持
ち
込
み
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
あ
り
得
な

い
。
「
核
の
ご
み
」
に
対
す
る
町
民
の
不
安
は
十
分

に
解
消
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
町
民
に
さ
ら
に
安
心
し
て
も
ら
う
た

め
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
町
長
の
的
確
な
判
断
を
。

①
環
境
基
本
条
例
と
「
核
の
ご
み
」

　
　

本
町
に
は
環
境
基
本
条
例
が
あ
る
。
こ
の
条

　

例
を
踏
ま
え
た
場
合
、
本
町
へ
の
「
核
の
ご
み
」

　

持
ち
込
み
は
あ
り
得
る
か
。

②
「
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
と
「
核
の
ご
み
」

　

２
０
１
７
年
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
作
成
し

　

た
「
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
で
本
町
は
ど
の
よ

　

う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
位
置

　

付
け
か
ら
考
え
た
場
合
、
本
町
へ
の
「
核
の
ご

　

み
」
持
ち
込
み
は
あ
り
得
る
か
。

問

町
長

答
①
条
例
の
目
的
や
基
本
理
念
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、

　

本
年
３
月
定
例
議
会
で
答
弁
し
た
と
お
り
、
高
レ
ベル

　

放
射
性
廃
棄
物
、
い
わ
ゆ
る
核
の
ご
み
の
持
ち
込

　

み
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
検
討
の
余
地
が
な
い

　

も
の
と
考
え
て
い
る
。

②
マッ
プ
上
に
お
け
る
本
町
の
位
置
付
け
に
つい
て
は
、

　

大
部
分
が
好
ま
し
く
な
い
特
性
が
あ
る
と
推
定
さ

　

れ
る
地
域
と
さ
れ
、
活
火
山
に
指
定
さ
れ
た
羊
蹄

　

山
や
ニ
セ
コ
火
山
群
が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
要
因

　

と
み
ら
れ
る
。

　
　

た
だ
、
本
町
北
部
の
ご
く
一部
に
、
好
ま
し
い
特

　

性
が
確
認
で
き
る
可
能
性
が
相
対
的
に
高
い
地
域

『
保
育
所
の
土
曜
保
育
』

改
善
が
必
要
で
は

　
の
安
全
性
を
互
い
に
確
保
出
来
れ
ば
集
団
保
育
の

　

実
施
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
保
護
者
の
勤
務
先
な
ど
変
更
が
な
い
項
目
に
つい
て

　

は
記
載
省
略
で
き
る
よ
う
早
急
に
見
直
し
、
利
便

　

性
を
図
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

③
今
後
、
園
児
の
体
調
面
や
日
々
の
注
意
す
べ
き
事

　

項
な
ど
の
必
要
な
情
報
に
つい
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　

こ
ど
も
園
と
情
報
共
有
し
、
安
全
が
確
保
出
来

　

れ
ば
給
食
お
や
つ
共
に
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

④
利
用
回
数
及
び
利
用
期
間
の
制
限
の
緩
和
な
ど

　

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

『
町
営
プ
ー
ル
建
て
替
え
』

完
成
ま
で
の
工
程
は
ど
う
な
る
か

問

問

　
　
　

老
朽
化
し
た
町
営
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ

　
　
　

い
て
、
先
日
の
教
育
行
政
報
告
で
「
建
て

替
え
る
」
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
基
本
構

想
の
構
築
を
含
め
、
新
プ
ー
ル
完
成
ま
で
の
工

程
は
ど
う
な
る
か
。

　

が
あ
る
が
、
好
ま
し
い
範
囲
の
要
件
基
準
で
あ
る

　

海
岸
か
ら
の
陸
上
輸
送
が
容
易
な
場
所
に
は
該
当

　

せ
ず
、
輸
送
面
で
も
好
ま
し
い
地
域
と
は
さ
れ
て

　
い
な
い
。

　
　

以
上
の
科
学
的
特
性
か
ら
考
え
た
場
合
、
国
か

　

ら
の
地
層
処
分
の
申
し
入
れ
、
い
わ
ゆ
る
高
レ
ベル

　

放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
あ
り
得
な
い
と
考

　

え
て
い
る
。

『
議
会
選
出
の
監
査
委
員
』

法
改
正
で
廃
止
可
能
に

　

今
年
度
中
に
基
本
構
想
、
基
本
計
画
に
つ
い
て

議
会
に
提
案
し
、
予
算
付
け
と
い
う
工
程
を
考
え

れ
ば
、
完
成
ま
で
は
早
く
て
も
４
年
か
ら
５
年
か

か
る
の
で
は
と
の
目
途
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

教
育
長

答

町
長

答
①
今
後
こ
ど
も
園
と
も
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
を
持
っ

　

て
情
報
を
共
有
し
合
い
、
感
染
リ
ス
ク
軽
減
な
ど

町
長

答
　

条
例
の一部
改
正
に
よ
り
議
選
監
査
委
員
の
廃
止

は
可
能
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
町
長
及
び
議
員
双

方
に
議
案
の
提
出
権
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
　
　

廃
止
す
る
場
合
の
手
続
き
と
「
発
案
権
」

　
　
　

の
専
属
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
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町
と
し
て
も
眺
望
に
配
慮
し
た
防
音
壁
を
設
置

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

将来に禍根を残さない眺望に配慮した工事を協議すべき
眺望に配慮した防音壁を設置するよう関係機関と協議する

　
　
　

新
幹
線
と
市
街
地
の
景
観
に
つ
い
て
、
新
幹

　
　
　

線
は
高
架
な
の
で
大
変
な
高
さ
に
な
る
。

　

21
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
約
６
階
建
て
の
ビ
ル

で
万
里
の
長
城
。
少
な
く
と
も
万
里
の
長
城
だ

け
は
避
け
る
た
め
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。
是
非
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
で
工
事
を
。

福
祉
会
館
へ
の
絵
本
館
の
移
転
を
目
指
し
つつ
、
そ

の
後
の
あ
り
方
に
つい
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
高
等
学
校
と
の
協
定
に

つ
い
て
、
協
定
締
結
後
の
具
体
的
な
事
業
展
開
は

決
定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
相
互
の
人
材
育
成
、

本
町
の
地
域
振
興
に
資
す
る
よ
う
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
協
定
締
結
を
機
に

お
互
い
に
刺
激
し
合
い
意
識
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

鈴木　保昭　議員

町
長

問答

教
育
長

答
　

プ
ー
ル
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
町
民
皆
様
が

利
用
し
や
す
い
立
地
な
ど
十
分
考
慮
し
な
が
ら
協

議
を
し
て
い
く
。

　

倶
知
安
高
校
は
こ
こ
数
年
の
入
学
者
は
１
２
０

数
名
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
を
改
善
す
る
に

は
私
見
で
は
あ
る
が
、
生
徒
を
引
き
付
け
る
魅
力

を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
立
命
館
慶
祥
と
の
具
体
的
な
協
議
の

中
で
本
町
と
し
て
の
姿
勢
を
明
確
に
し
、
し
っ
か
り

と
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

町長

　
　
　

教
育
行
政
と
町
の
財
政
。
プ
ー
ル
の
基
本

　
　
　

計
画
に
つ
い
て
。
町
民
が
利
用
し
や
す

い
立
地
に
置
く
べ
き
と
考
え
る
と
旧
体
育
館
の

場
所
に
置
く
。
子
ど
も
が
バ
ス
タ
オ
ル
持
参
で

プ
ー
ル
に
歩
い
て
行
け
る
と
い
う
の
は
楽
し
い

と
思
わ
な
い
か
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
歩
い
て
行

け
る
場
所
と
い
う
の
は
大
変
良
い
と
思
う
の
で

是
非
お
考
え
を
。
絵
本
館
の
将
来
計
画
は
。

　

何
で
立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
高
等
学
校
と
連

携
協
定
す
る
、
協
定
書
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
一
人
で
も
二
人
で
も
生
徒
を
何
と

し
て
も
地
元
の
学
校
に
通
わ
せ
た
い
と
い
う
思

い
で
倶
知
安
高
校
も
含
め
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
し
て
い
ま
す
。

　

私
学
と
公
立
と
い
う
の
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
で
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
生
き
抜
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問
　

絵
本
館
等
の
将
来
計
画
、
保
健
福
祉
会
館
へ
絵

本
館
を
移
し
て
は
ど
う
か
と
いっ
た
案
を
軸
に
検
討

協
議
を
し
て
き
た
。
利
用
サ
ー
ク
ル
団
体
、
関
係

機
関
と
も
協
議
を
重
ね
て
、
暫
定
的
に
で
も
保
健

町
長

答 教
育
行
政
と
町
の
財
政

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

全
て
の
町
民
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　

接
種
は
い
つ
終
わ
る
の
か
。
首
を
長
く

し
て
待
っ
て
い
る
。
一
日
で
も
早
く
全
町
民
が

ワ
ク
チ
ン
を
打
て
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
　

町
民
や
来
町
さ
れ
る
皆
様
の
安
全
と
安
心
に
繋

が
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
接
種
で
培
っ
た
日
程

案
内
方
式
を
軸
と
し
て
町
内
医
療
機
関
と
協
議
し

つ
つ一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長

答

町
長

答
　

大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
優
先
順
位
を
つ

け
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
北
海
道
新

幹
線
開
業
の
２
０
３
０
年
度
前
後
ま
で
は
厳
し
い
財

政
状
況
は
続
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

歳
出
の
縮
減
に
努
め
な
が
ら
、
歳
入
に
お
い
て
も

コ
ロ
ナ
禍
を
脱
却
し
た
後
に
は
、
一
般
財
源
の
根
幹

と
な
る
税
収
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、
行
財
政
運

営
を
取
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
に
つ
い
て

　
　
　

大
型
事
業
費
の
積
上
げ
の
実
質
公
債
比
率

　
　
　

の
見
通
し
は
、
夕
張
市
化
に
な
ら
な
い

よ
う
に
大
事
な
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
収
支
の

見
通
し
は
令
和
５
年
に
赤
字
に
な
る
。

　

自
分
の
懐
を
み
な
が
ら
、
お
金
が
な
い
も
の

は
出
来
な
い
。
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
。

問

町
長

答
　

今
後
10
年
間
の
収
支
計
画
の
試
算
で
現
行
料
金

を
維
持
し
た
ま
ま
で
は
令
和
10
年
度
に
は
赤
字
に

転
じ
る
見
込
み
。
要
因
は
山
田
地
区
の
拡
張
事
業

に
お
け
る
企
業
債
の
利
息
や
減
価
償
却
費
の
増
加
。

一般
会
計
負
担
金
22
億
、
企
業
債
41
億
の
見
込
み
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

山
田
・
花
園
の
大
規
模
開
発
に
72
億
円
。

　
　
　

水
道
料
金
会
計
の
経
営
の
た
め
に
一
般
の

利
用
者
を
巻
き
込
ん
で
の
値
上
げ
に
は
賛
成
を

し
か
ね
る
。
72
億
円
が
な
け
れ
ば
値
上
げ
し
な

く
て
も
美
味
し
い
水
が
飲
め
る
。
弱
き
者
に
は

力
を
夢
持
つ
者
に
は
夢
を
与
え
ら
れ
る
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
町
に
な
っ
て
欲
し
い
。

問

13



①
昨
年
は
学
校
で
は
過
去
に
例
の
な
い
長
期
間
の
臨
時

　

休
校
を
行
い
、
そ
の
後
も
制
約
の
あ
る
学
校
生
活

　

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
日
は

　
一日
た
り
と
も
な
い
。
学
校
に
お
い
て
も
比
較
的
弱

　
い
存
在
の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
な
負
荷
・
負
担
が

　

か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
れ

　

ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
傾
向
は一層
強
く
な
る
と
予

　

想
さ
れ
る
。

②
文
部
科
学
省
通
知
で
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
が

　

自
宅
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
を

　

行
う
時
、
訪
問
等
に
よ
る
対
面
指
導
が
行
わ
れ

　

て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
と
共
に
、
そ
の
学
習
活

　

動
が
学
校
への
復
帰
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
あ

　

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
か
つ
不
登
校
児
童
生
徒
の

　

自
立
を
助
け
る
上
で
有
効
適
切
で
あ
る
と
学
校
長

　

が
判
断
す
る
場
合
は
、
指
導
要
領
上
は
出
席
扱

一人も取り残さない教育へ
子どもたち一人一人のために GIGA スクール構想

坂井　美穂　議員

問
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
　
　

の
本
格
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、

子
ど
も
自
身
や
家
庭
が
お
か
れ
た
環
境
に
左
右

さ
れ
な
い
学
習
支
援
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
く
。

以
下
を
伺
う
。

①
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校

　

生
活
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
か
。

②
不
登
校
の
児
童
や
生
徒
の
自
宅
で
の
遠
隔
・
オ
ン

　

ラ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て
の
出
席
扱
い
に
つ
い
て
の

　

見
解
。

③
e
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
の

　

見
解
。

　
い
と
す
る
こ
と
や
、
そ
の
成
果
を
評
価
に
反
映
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
び
の
保
障
と
し
て
、
遠

　

隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
有
効
な
手
段
の一つ
な
の
で　

　

今
後
も
研
究
を
深
め
な
が
ら
随
時
導
入
に
向
け
て

　

の
条
件
整
備
に
努
め
て
い
く
。

③
e
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

　

用
し
た
学
習
形
態
の
こ
と
だ
が
、
従
来
の
集
合
教

　

育
と
呼
ば
れ
る
学
習
形
態
と
は
異
な
り
、
個
々
の

　

時
間
や
都
合
に
合
わ
せ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
自
由

　

な
学
び
を
総
称
し
て
い
る
。
道
教
委
で
は
、
千
歳

　

科
学
技
術
大
学
と
提
携
し
て
、
児
童
生
徒
を
対
象

　

と
し
た
独
自
の
e
‐ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・

　

提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
民
間
で
も
多
種
多
様
な
メ

　
ニュー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
　

本
町
で
も
、
今
回
整
備
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　

構
想
の
端
末
整
備
の
中
で
、ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き

　

る
環
境
を
整
え
て
い
る
の
で
、
今
後
は
学
校
か
ら

　

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
適
切
に
取
り
進
め
て

　

ま
い
り
た
い
。

教育長
をどう活かしていくかを研究しながら進めていく

教
育
長

答

問
　
　
　

時
代
は
既
に
超
高
速
の
情
報
化
社
会
に

　
　
　

入
っ
て
い
る
。
全
て
の
子
ど
も
一
人
一
人

に
最
も
相
応
し
い
教
育
を
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
、
倶
知
安
町
の
教
育
を
特
色

あ
る
魅
力
お
ふ
れ
る
教
育
に
し
て
い
く
今
が
チ
ャ

ン
ス
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　

全
く
そ
の
通
り
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
、

今
、
国
が
進
め
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を

国
の
進
度
以
上
に
町
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な

方
策
を
と
って
ま
い
り
た
い
と
思
って
い
る
。

　
一つ
と
し
て
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
の
支
援
員
と
いっ
た
も
の
を
他
の
町
村
に
先

駆
け
て
導
入
し
、対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

教
育
長

答
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山
田
地
区
の
拡
張
事
業
や
老
朽
管
の
更
新
な
ど
、

今
後
、
継
続
的
な
企
業
債
の
償
還
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
加
入
金
の
新
た
な
山
田
地
区
の
口
径
別

料
金
の
設
定
と
同
時
に一般
家
庭
の
加
入
金
も
見
直

し
た
と
こ
ろ
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
の
改
定
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

町長
ひらふ地区への加入金の新設、一般家庭への影響も

水道料金の改定も検討しなければならない

　
　
　

上
水
道
の
ひ
ら
ふ
地
区
へ
の
拡
張
は
70
億

　
　
　

円
を
超
え
る
巨
費
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

拡
張
に
掛
か
る
経
費
の
負
担
を
ど
う
す
る
か

は
町
民
の
関
心
も
高
く
、
水
道
料
金
に
転
嫁
さ

れ
る
の
で
は
と
心
配
の
声
も
あ
る
。

　

今
回
の
水
道
条
例
の
改
正
で
は
、
ひ
ら
ふ
地
区

へ
の
加
入
金
の
新
設
と
同
時
に
一
般
家
庭
の
加
入

金
も
値
上
げ
に
な
っ
て
い
る
。
令
和
10
年
に
赤

字
と
試
算
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
字
の
要
因
が
明

ら
か
で
は
な
い
。
70
億
円
を
超
え
る
投
資
が
原
因

で
は
な
い
の
か
。
他
の
要
因
な
の
か
明
確
な
説
明

の
な
い
中
で
の
一
般
家
庭
の
加
入
金
の
引
き
上

げ
は
便
乗
値
上
げ
と
指
摘
さ
れ
、
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

議
会
に
陳
情
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
議
論

の
推
移
を
伺
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
北
海
道
の

特
定
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
を
遵
守
す
る

こ
と
や
、
本
町
の
環
境
基
本
条
例
の
基
本
理
念
を

踏
ま
え
る
と
受
け
入
れ
の
余
地
は
全
く
な
い
と
考

え
て
い
る
。

原田　芳男　議員

町
長

問

問答

町
長

答
　
　
　

町
営
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
建
て
替
え
を
検

　
　
　

討
し
て
、
利
用
で
き
る
ま
で
の
間
は
民
間

の
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
し
て
い
る
。
次
の
点
に

つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

①
今
後
の
見
通
し
と
基
本
方
針
は
。

②
民
間
の
プ
ー
ル
は
支
障
な
く
利
用
で
き
る
の
か
。

③
利
用
者
と
の
調
整
は
。

　
　
　

現
在
、
維
持
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

　
　
　

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
管
理
は
後
手
後
手
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。
適
切
に
管
理
す
る
に
は
新
た

に
維
持
管
理
部
門
を
作
る
べ
き
で
は
。
町
長
と

教
育
長
に
伺
う
。

問

　

町
長
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
が

さ
れ
て
い
る
。
前
向
き
な
取
り
組
み
を
す
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
営
プ
ー
ル
の
見
通
し
と
基
本
方
針

に
つ
い
て

③
利
用
者
と
の
調
整
に
つい
て
は
、
利
用
調
整
会
議

　

に
お
い
て
各
団
体
ご
と
の
利
用
時
間
を
決
定
し
た
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
あ
り
方

　

各
施
設
の
管
理
の
基
本
方
針
は
町
長
の
答
弁
の

と
お
り「
倶
知
安
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

各
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
現
場
担
当
者

意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
引
継
ぎ
も
し
っ
か
り
行
い
進

め
て
い
く
。 教

育
長

答

上
水
道
の
ひ
ら
ふ
地
区
へ
の
拡
張

計
画
に
つ
い
て

核
の
ご
み
問
題

　
　
　

「
核
の
ゴ
ミ
い
ら
な
い
町
民
の
会
」
か
ら
多
く

　
　
　

の
署
名
を
添
え
て
「
倶
知
安
町
に
放
射
性

物
質
等
を
も
ち
こ
ま
せ
な
い
条
例
」
を
制
定
し

て
欲
し
い
と
陳
情
が
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

問

①
プ
ー
ル
建
設
の
基
本
方
向
は
、
町
営
プ
ー
ル
と
学
校

　

プ
ー
ル
の
機
能
を
集
約
し
た
施
設
を
軸
に
検
討
を

　

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
町
営
プ
ー
ル
の
代
替
施
設
は
ニ
セ
コ
ア
ル
ペン
ホ
テ
ル

　
の
プ
ー
ル
を
単
年
度
契
約
で
利
用
す
る
。
次
年
度

　

以
降
に
つい
て
は
協
議
を
進
め
て
い
る
。

教
育
長

答

　

今
後
は
倶
知
安
町
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
各
施
設
の
担
当
者

が
情
報
を
共
有
し
、
全
庁
的
視
点
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
の
構
築
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

答
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----------------------------------------------

■ 厚生病院改築整備に係る院内保育所の
　 代替施設

　7月16日に委員外議員の出席も求め委員会を開催
しました。町長から報告を受け、質疑を行いました。
　報告（要旨）は以下のとおり。

　厚生病院第2期整備の基本計画中の院外薬局（1階
薬局、2階院内保育所）について、直接厚生連で建設
するとの方向転換があった。
　現在の院内保育所を解体する計画になっていること
から、建築計画の期間中、本町の保健福祉会館の一部
を院内保育所としてお貸しいただきたいと道厚生連か
ら申し入れがあった。
　町として、保健福祉会館の一部（これまで福祉医療課
で使用していた事務室スペース）を厚生病院の院内
保育所の代替場所として院内保育所建設完了までの
間（7～10か月程度）貸し出す方向で協議を進めて
いきたい。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 法定外税の具体的な調査・研究を開始

① 背　景
　倶知安町は15,000人の定住人口ですが、現在は
13,000人の宿泊キャパシティーと、およそ2,000人
のスタッフが住む寮やアパートを擁し、冬期間は人
口が倍増する特殊な町です。
　ご存知の通り、開発意欲は衰えることはなく、今
後数年後までにリゾートエリアの宿泊可能者数は
30,000を超える計画が届けられております。

② 現状の課題
　こういった背景の中、定住人口をベースに算出さ
れる基準財政需要額や、実際の台所事情を表すこと
が難しい財政力指数など、現在の制度では財政破綻
の可能性も否定できない状況です。

　今回の水道利用加入金の見直しはその一端でもあ
りますが、後手の対応策ばかりでは、皆が疲弊して
しまいます。
　現在、倶知安町では観光財源を確保するために
2019年11月から宿泊税を徴収しています。法定外目
的税というカテゴリーで、お客様から宿泊料金の2％
を徴収し、2次交通の運行費用をはじめとした納税者
への還元事業を基本に使われております。

③ 未来へ向けて
「住民・観光客・倶知安町に不動産を持つオーナー」
の3者間に良い関係を築いていくことが倶知安町の大
きな役割であるでしょう。
　この関係を築くためには広範な制度の見直しが必
要であり、良質な開発を誘導するための規制（景観
行政団体）、それに伴い自治体が行わなくてはなら
ないインフラ整備投資への財源を確保しなければな
りません。これらのバランスを取らなければ「観光
公害」となり、住民の満足度は下がり、理解は得られ
ないどころか定住人口の減少は避けられないでしょう。

④ 公共インフラ投資に向けた新たな法定外税
　本委員会ではこの様な現状を鑑み、宿泊税に続
く、関係人口を課税客体にインフラ整備などの財源
とできる法定外税の調査・研究をスタートさせまし
た。
　今後は定期的に委員会報告の中で報告して参りま
す。
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経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 観光商工課所管事項

ひらふスキー場第１駐車場再整備
　本委員会へ担当課より交通結節点及び観光拠点基
盤整備検討調査業務について報告がありました。
　本業務は国の補助金を活用し、5月20日の国から
の交付決定を経て落札業者によって調査を開始して
いる事業となります。
　事業の進捗状況としては、ひらふスキー場第1駐車
場及び中央公園部分の測量調査に着手し、測量の図
化作業を行っている状況と報告を受けました。
　町としては現在の第1駐車場に複層化等により駐車
場の再整備を進めていきたいとのこと。

■ まちづくり新幹線課所管事項
倶知安町景観計画・緑の基本計画検討会議
　本町では平成20年にリゾートエリアを準都市計画
区域に定め、同エリアを景観地区とすることにより
街並みの維持や景観保全のため、建築物の新築等に
対し建築物の建ぺい率・容積率や建物の形態意匠に
ついて条件を定めました。
　昨今のリゾート開発の拡大といった現状を踏まえ、
これからは賑わいの拠点と緑の保全地域がそれぞれ
集約し、環境やインフラへの負担を抑えるよう、メリハ
リのきいた開発が求められると報告を受けました。

委員会開催は下記のとおり
　　　　　　　　　　　（令和3年5月から令和3年7月まで）

5月11日、25日、31日、6月15日、7月14日、28日
(計6回)
　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随
時開催し調査をしています。

■ 建設課所管事項

① 倶知安町住生活基本計画
　これまでの町の施策としては、くっちゃん型住宅
の建設補助金、若年子育て転入世帯への加算額を設
定して子育て世帯に適した長期優良住宅の供給、耐震
バリアフリー・省エネ等のリフォーム補助金など、
住宅の質の向上を図るものが行われています。
　本町を取り巻く社会情勢の変化や住民ニーズに対
応するために計画の見直しが必要なため、担当課よ
り報告を受けました。

② 倶知安町高齢者向け地域優良賃貸住宅制度
　高齢者世帯等各地域における居住の安定に特に配
慮が必要な世帯の方々に対し、居住環境が良好な賃
貸住宅の供給を促進することを目的に、賃貸住宅の
整備等に要する費用に対する助成や家賃の減額に対
する助成を行っていくものと担当課より報告を受け
ました。
　なお、本制度については8月町広報に折り込みがさ
れ全世帯へ周知されております。

■「高齢者保健福祉計画」、「障がい者福祉
　　計画・障がい児福祉計画」の策定
　7月7日に福祉医療課より倶知安町「第8期高齢者
保健福祉計画」（令和3～5年度）及び「第6期障が
い福祉計画・第2期障がい児福祉計画」（令和3～5
年度）が本委員会にて示されました。

　「第8期高齢者保健福祉計画」では、高齢者が住
み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らし続ける
地域共生社会の実現を目指し、これまでの成果や課
題、新たな国の動向を踏まえ、本町らしい地域包括
ケアシステムの構築に取り組むとしています。

　「第6期障がい福祉計画・第2期障がい児福祉計
画」では、前期計画の実施状況を踏まえ、見込み量
を算出し、さらに充足していないサービスなどをど
のように提供できる体制を取るかが本計画の基本的
な考えとなっています。

■ 陳情審査について

　第1回定例議会（3月25日）にて本委員会付託とな
った陳情第7号「倶知安町教育委員会による（中略）
の対応に関する陳情書」については現在審査中であ
り、9月開会の第3回定例議会において審査結果を報
告することとしています。

　第2回定例議会（6月21日）にて本委員会付託とな
った陳情第8号「『倶知安町に放射性物質等をもちこ
ませない条例』の制定を求める陳情」についても現在
審査中です。
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　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では本町議会議員が附属機関の委
員として選出されている各種審議会や運営委員会
について、各議員が担う役割などについて議論が
されました。
　なお、今般の新型コロナウイルス感染症拡大
の影響から実施されていなかった議会報告会や
行政視察についてもオンラインを利用した試み
について各委員間で議論がされました。

　また、本特別委員会では議員定数や議員報酬
についても議論を進めていきます。

特別委員会報告

オンラインでの行政視察についても検討を進めていきます

　自衛隊駐屯地特別委員会

　令和3年7月28日には倶知安駐屯地の拡充のため
ご尽力を頂いた高橋洋司令が本町議会へ離任のご
挨拶にお越し頂きました。
　また、新倶知安駐屯地司令として齋藤誠司令が
令和3年8月2日に就任のご挨拶にお越し頂きまし
た。

　なお、新型コロナウイルス感染症の未だ収束の
兆しがみられない中ではありますが、本特別委員
会では今後も倶知安駐屯地の拡充に向けて活動を
進めていきます。

高橋  洋 司令との記念撮影 齋藤  誠 新司令との記念撮影
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役場庁舎にお越しの際はお立ち寄り下さい

　令和3年5月6日に役場新庁舎が開庁され、3階の展望テラスをご利用される方が多くなったと感じ
ています。テラスからの風景を眺める方、議場内を見学される方、勉強の場として利用する学生の
方、お散歩のコースに立ち寄る幼稚園の方、打合せのために利用する方など、徐々にではあります
が来庁者の方に浸透してきている空間なのではないでしょうか。
　来庁者の皆さまに開放された空間なので、お気軽に是非お立ち寄り下さい。

夏休み期間の学生にも利用されている「展望テラス」（役場庁舎３階）

議 ら長 室 か
こ ん に ち は

倶知安町議会　議長　盛多　勝美

　本年６月定例議会中に町議会議員から感染者が発生し、議
員や町職員の多数の濃厚接触者が出たことは、町民の皆様に
ご不安やご心配をお掛けし大変申し訳なく思っております。
倶知安町議会を代表し、心よりお詫び申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症は、未だに収束の目途がたって
おりません。この様な状況の中、我々議員は感染予防対策に
取り組み、感染防止に努めて参ります。
　さて、私たち議員の任期も２年が経過し、折り返し地点と
なりましたが、残された任期で残された課題に全力で取り組
んで参りますので、今後ともご支援とご協力をお願い申し上
げます。
　結びとなりますが、町民の皆様のご健勝ご多幸をお祈り申
し上げます。
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議会は倶知安町役場庁舎3階の階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第3 回定例会は 9 月 6日（月）から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

委 員 / 波方 真如

Q.現在のお仕事は？

A.町内の羊蹄ハイツで介護福祉士として働かせて
いただいています。 

Q.この町に今後どうなって欲しいか？

A.私は生まれも育ちも地元なので倶知安町の変化をみて
きましたが、ここ数年の間にひらふ地区の観光ブームで
大型ホテルが軒並み建設されて、本来の姿である自然が
失われ景観も変わってきており、これ以上の乱開発は止
めて欲しいです。
　町内全域にアパート等が軒並み建築されていますが、
人口は減少しており、少子高齢化はとどまることなく高
齢者が増え続ける中、私は介護の仕事をしているので色
々なお年寄りをみてきていますが、まだまだお年寄りが
安心して住めるような環境ではないと感じます。
　この町に長く住んでもらうためにも、今後は充実した
福祉体制を構築してもらいたいです。
　また、就職に関しては観光関係の仕事ばかりが多く、
地元に定着して働く場所が少ないため、若い人たちが都
会へと就職していくので、観光業ばかりに依存しないで
将来も安定して働ける企業などの誘致を今後新幹線の開
業と高速道路の開通で都市間との交通の利便性も向上す
るので積極的に取り組んでもらいたいと思います。

Q.この町に来る方に一言

A.倶知安町に移住するなら、町としては不自由がな
く、自然も楽しめて、外国人の観光客や移住してき
た人も居て、他の町には無い日本離れした雰囲気も
楽しめる良い町だと思います。

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

介護福祉士

さん谷村 達也
たにむら たつや

職業

35
歳

　第２回定例会については、本町議会より新型コロナウイルスの陽性者が発生したことに伴い、
日程変更をすることとなりご心配やご迷惑をお掛けし、誠に申し訳ございませんでした。
　今後はこれまで以上にしっかりと感染防止に努めて参ります。
　倶知安町議会のインターネット中継は「音声が聞きづらい」等の意見をいただいておりました
が、新庁舎となり議場のカメラやマイクの性能も向上し、見易く聴き易い配信が可能となりまし
たので、是非この議会広報と併せてご覧頂きたいと思います。
　これからも町民の皆様に、議会を身近に感じて頂けるように努めて参ります。

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

Q.趣味を教えてください
A.キャンプや山菜取りが好きでどちらかと言えばア
ウトドア派だと思います。春はタラの芽、ウド、タ
ケノコと山菜取りの際には、残念なことに不法投棄
が見受けられます。マナーを守る人が多くなればこ
の雄大な自然も守られていくと思います。
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